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【避難訓練】 

４月１３日（月）、地震を想定した避難訓練を行

いました。今回から防災頭巾をつけての訓練で

す。地震が起こっ

たその時に、誰

一人欠けること

なく避難ができ

る。そのための改

善のひとつです。 

【退 任 式】 

４月１４日（火）、

異動された８人の

先生をおむかえし

て退任式を行いま

した。人懐っこい一

西の子供は、先生

方とのお別れも熱

烈でした。グランド

には中学生になっ

た卒業生の姿もあ

りました。 

 

【一西小が育む 4 つの力】 

 学校はそこにあるものではなく、みんながつ

くっていくものです。だから一人ひとりが学校

をつくる当事者意識が必要です。また、「こんなこ

とがしたい！」という気持ち、つまり主体性も必

要です。それは子供も、先生も、地域の大人も同

じです。だから教育目標は「自分がつくる、み

んなの一西小」です。 

学校をつくっていくのに必要な力は「人を大

切にする力」「自分の考えをもつ力」「自分を

表現する力」「チャレンジする力」の４つです。

一西小は全教育活動で４つに力を育てることに

教育資源を集中します。これにつながらないもの

は断捨離して余白を生み出します。このようなメ

リハリのある学校運営で、子供たちが登校するこ

とに意味を見出せる学校づくりをしています。 

【タブレットの使い方 お家で確認してください】 

１、発信する内容は、他者の発信の単なる拡散で

あっても、それは「引用先」を明示しない限り、

発信者の考えとされる。 

２、いったん発信した内容は、みずからが削除し

ても、それは決して消えません。発信した内容

が将来に影響することがあります。就職、地位

確認などで調べられることがあります。 

 ちょっとむずかしい言葉がならびました。教室

やお家で大人といっしょに考えてください。タブ

レットやスマートフォン、ゲーム機器で簡単に情

報発信ができます。便利さのかげに危険がひそ

んでいます。危険が何なのかを知って、便利なツ

ールをかしこく使う力をつけなくてはなりませ

ん。 

【日本財団の１８歳意識調査から】 

 この調査は本年２月４日～２４日に、日本、米

国、英国、中国、韓国、インドの６か国の１７～１９

歳の男女１０００人を抽出し、インターネットで実

施した国際的な調査です。 

日本の若者の特徴としては「自分の行動で、

国や社会を変えられると思う」「私はありのま

まの自分で、安心して過ごせる環境にあると

思う」「私は子供や若者としての自分の権利を

意識していると思う」の３項目で他国と１０ポ

イント以上低い結果が出ています。この傾向は、

我が国の教育改革の中心的課題であり、中教審

で審議されている内容と一致します。 

本校では昨年始まった「プロジェクト委員会」

や２年目となる「マラソン大会づくり」が学校（社

会）を変える具体的な学びです。「ありのままで

安心できる教室環境づくり」に向けて、担任一人

の個性ではなく、多重多層な個性で子供を支援

するのが「チーム担任制」です。また校則の見直

しを子供が行うことは「子供の権利」を意識させ

る取り組みです。本校の子供に表題の調査をし

たら、どんな結果が出るでしょうか。楽しみでも

あります。 


